上海财经大学《综合日语Ⅲ》课程考试卷
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一、次の文の　　　にはとんな言葉を入れたらよいか。1・2・3・4から最も適当なものを一つ選びなさい。                                                                    （１点×20）
(１)　だれが何と　　　と、謝る気は全くない。

　1　言おう　　　　 2　言う　　　　  　3　言った　　　　4　言われる

(２)　山川さんは、この間彼自身が入院した時の話をして、「ぼくは手術の前には水が飲め

　　なくて、それはつらい思い　　　。」と言った。

　1　をさせる　　　2　をされた　　 　3　をした　　　　4　をする

(３)　彼は、ことばづかい　　　、とてもやさしい人間だ。

　1　より良くて　　2　ほど良いが　　3　まで悪くて　　4　こそ悪いが

(４)　母はどんなに　　　、決してぐちを言わなかった。

　1　辛くて　　　　 2　辛いのに　　　3　辛そうで　　　4　辛くとも

(５)　あのとき彼女がそう　　　、僕はどんなことをしてでも助けただろうに。

　1　言うとは　　　 2　言ったなら　　3　言っては　　　4　言うと

(６)　この絵は、昔父が借金　　　手に入れたものです。

　1　までして　　　 2　からして　　 　3　してさえ　　　4　してこそ

(７)　しっかりかぎをかけないと、泥棒に　　　から注意してください。

　1　入れることはない　　　　　　　　 2　入るとはかぎらない

　3　入られないともかぎらない　　 　4　入らせなくもない

(８)　休み中、　　　眠り、　　　眠りの連続で、すっかり太ってしまった。

　1　食べては/食べては　　　　　　 2　食べても/食べても

　3　食べるのが/食べるのが　　　　4　食べるなち/食べるなら

(９)　この程度の実力ならば、彼は　　　たりない。

　1　恐れるにも　　2　恐れるに　　　3　恐れ　　　　　4　恐れて

(10)　この大学は七つの学部　　　いて、学生数は日本一である。

　1　が分けて　　　2　を分けて　　　3　と分かれて　　4　に分かれて

(11)　山本さんは、ある日突然会社をやめて周りを驚かせたが、あの人の性格を考えると、

　理解　　　。

　1　しないものだ　　　　　　　　　 　2　しなくはない

　3　できなくはない　　　　　　　　　 4　できそうもない

(12)　その新人候補は、今回の選挙に必ず当選してみせると断言して　　　。

　1　かいがない　　　　　　　　　　  　2　きりがない

　3　しくはない　　　　　　　　　　   　4　はばからない

(13)　これは早急に結論を出さなければならない議題だ。全員集まろうが集まるまいが、予

　定どおりに審議を始め　　　。

　1　るだろうか　　　　　　　　　　    　2　てはならない

　3　ないであろう　　　　　　　　　     4　なくてはならない

(14)　食事の用意をするといっても、材料も買っていなければ調味料もそろっていない。こ

　れでは、作ろうにも　　　。

　1　作れない　　　2　作らない　  　　3　作りかねない　4　作ろうとしない

(15)　試験は終わった。あとはただ結果を待つ　　　。

　1　きりだ　　　　  2　のみだ　　　  　3　ほどだ　　　　 4　までだ

(16)　田中君は就職も決まり、もうすぐ卒業だ。今後の活躍を心より願って　　　。

　1　おえない　 　　2　すまない　 　　3　やまない　　 　4　ちがわない

(17)　農業での品種改良の技術は日々進歩している。しかし、どんなに優れた技術であって

　も自然への影響を考えることなしには　　　。

　1　進みかねない　　　　　　　　　　  2　進められない

　3　進もうとしない　　　　　　　　 　  4　進まざるをえない

(18)　海辺の町で育ったと聞いていたので、さぞかし泳ぎがうまいだろうと思いきや、　　　。

　1　ほどほどに泳ぐことができる　　　2　水に浮くこともできないらしい

　3　とても速く泳げるということだ　 　4　泳ぐのは浮かぶのよりむずかしい

(19)　夏は体の調子を崩しやすく、私にとっては冬の方が過ごしやすい。そうは言っても、

　毎日こう寒くては　　　。

　1　かなわない　　2　かまわない　 　3　かなうだろう　  4 かまうだろう

(20)　去年のコンクールでは、私はあんなに練習したのに入賞できなかった。今年はもっと

　練習して、きっと優勝　　　。

　1　しそうだ　　 　2　してみよう　 　 3　するそうだ　 　  4　してみせよう

二．次の語群から適切な言葉を選んで、必要な場合は形を変えて答えなさい。

　（１点×10）
	同情を寄せる　　身を任せる　　　耳が遠い　　ものを言う

昼も夜もなく　　耳にする　　　　耳に立つ　　胸をなでおろす　　　

気が遠い　　　　男泣きに泣く


・滅茶苦茶に批判された同僚に（　１　）、彼女は密かに慰めてやった。
・わが身を生んでくれた母親が入院したので、彼女は（　２　）病院で看病を続けた。

・いつもイヤホンを使っていると、（　３　）なりやすいと言われたことがある。

・この曲を（　４　）と、高校の時の友達の顔が思い出される。

・あと１年間ですべきことを思うと（　５　）なりそうだ。

・私の大学合格を知り、父はようやく（　６　）。

・秋の夜は虫の音さえ（　７　）寝付けない。

・ときには船の揺れに（　８　）こともストレス解消になるんだよ。

・金が（　９　）世の中などと平気で言う人がいてびっくりした。

・目標にしていた試合に勝ち、彼は（　10　）続けた。

１．　　　　　　　　　　　　　　 ２．　　　　　　　　　　　　
３．　　　　　　　　　　　　　　 ４．　　　　   　　　　　 　

５．　　　　　　　　　　　　　　 ６．　　　　　　　　　　　　
７．　　　　　　　　　　　　　 　８．　　　　　　　　　　　　
９．　　　　　　　　　　　　　　 10．　　　　　　　　　　　　
三、括弧の中の言葉を使って次の中国語を日本語に訳しなさい。

　（2点×5）

１、花了半年才制定的旅游计划就因为这场空前的台风而不得不中止了。（～を余儀なくさせる）

２、不知这个结论究竟来自于多少确切的调查、分析和政策方针。（はたして）

３、说到那个孩子，他只要有时间就玩电脑游戏。明年就要高考了，可是他却一点儿不肯用功。（～ときた日には）

４、能够严厉的斥责别人的孩子，可一旦轮到自己的孩子，就会过分宠爱娇惯了。所谓糊涂父母大概就是指这种人吧。（～となると）

５、现在就决定的话也太草率了，还是有商量余地的。(早計）

四、次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。        

　（15点×4）

【１】次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。
　ここまで記してきたように、庭に四季の反映を強く求め、①それを「眺める」ことに庭の最大の意義をＡ見出すのは、どうも②日本人特有の庭園観であるようだ。③いかに私的にＢ囲われていようと、また人の手が加えられていようと、日本人が庭に求めるのは自然のミニチュアであり、その自然志向は石を山に、砂を水に見立てたaかれさんすいのような屈折した操作を含む庭まで一貫している。これは結局、自然をbこくふくすべき対象としてではなく、④親和的な環境としてとらえる日本的自然観にcゆらいするもので、むろんぼくのＣ雑木林好みもその影響下にあると言えるだろう。

〔問１〕下線部ABCの漢字の読み方を、平仮名で答えなさい。（１点×３）
　Ａ見出す                  Ｂ囲われ               Ｃ雑木林好み               
〔問２〕下線部abcの平仮名を正しい漢字に直しなさい。（１点×３）

　aかれさんすい             bこくふく              cゆらい                   
〔問３〕文中①のそれは何を指しているか。（２点）
　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〔問４〕何が「②日本人特有の庭園観」なのか。（２点）
　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〔問５〕「自然」を「④親和的な環境としてとらえる」とはどういう意味か。（３点）
　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〔問６〕「③いかに～（う）ようと」を使って短文を作りなさい。（２点）
　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　
【２】次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。

　明治の知識人は、たくましく、ヨーロッパの近代文明にたちむかっていった。

そこには、a従前の漢語ではとうてい充足しきれない新しいものがみちみちてい

た。日本人はその瞬間、「てれ」を忘れて、勇敢に、b猛然と、新漢語を造語しな

がらこの新しい文明にとびかかっていった。こうしてたくさんの、近代文明にま

つわる日本製漢語を作り出したのであった。当初のヨーロッパ文明をうつしかえ

た日本人の漢語は、いずれもc毅然といいきっている。

　＜A＞そうした言語のd格闘が終わったあと、また日本の知識人には「て

れ」の心がまいもどってきたのかもしれない。それ以後に使う漢語には、＜B＞

「的」という（ア）ぼかしをつけ加えるようになった。現代の日本人は、「的」を

つけた漢語を使ったり、「的」のついた漢語を造語したりする気力をも失って、や

たらと外国語をなまのままで使おうとしている。あるいはまた、「漫画チックだ」

などのことばに見るように、日本人にとっては便利であった「的」すら、外国語

的いいまわしにおきかえようとしている。

　ともあれ、現代日本語において用いられている「的」をつけた漢語、①それは

ほとんどが日本製の漢語で、中国語とはまったく別の日本語なのである。その中

にはたとえば「理想的生活」などの「理想的」の例のように、ごくまれには中国

語として用いられるものもあるにしても、しかしそれもまた日本語に発する漢語

であることにはかわりない。このような、日本独自のことばを大量に生み出した

裏面には、日本人独特の体質というものを感じとることができる。＜C＞「的」

の文化は、日本特有のものである。

〔問１〕下線部a～dの漢字の読み方を、平仮名で答えなさい。（１点×４）
　　a従前＿＿＿＿＿　b猛然＿＿＿＿＿　c毅然＿＿＿＿　d格闘＿＿＿＿＿　　

〔問２〕＜　　＞A～Cに入る語を選び、記号で答えなさい。（２点×３）
　ア ともあれ　　イ やたらに　　ウひとまず　　　エ ともかく

　　　　　　　A〔　　〕　　B〔　　〕　　　C〔　　〕　

〔問３〕文中①のそれは何を指しているか。（２点）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〔問４〕文中（ア）の「ぼかし」というのはどんな役割があるか。（２点）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

〔問５〕「～的」を使って、短文を作りなさい。（１点）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【３】次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。

　海好きといっても、心ゆくまで海と親しんだのはその夏だけで、あとは学校から（１）カイスイヨクにゆく程度だった。〔　Ａ　〕海と切りはなされた状態が〔　Ｂ　〕海への（２）アコガレを掻き立てたのだろう。大学を出る年、〔　Ｃ　〕海に関係する職業につきたいと思い、日本郵船に入社できないか聞きに行った。（３）タイオウに出た人事課長は「うちも、ほかの会社と同じですよ。文学部出身では、どうもね」と気の毒がってくれた。船会社だから、全員が船に乗れるものと勘違いしていたわけだ。

　〔　Ｄ　〕、船に乗って、海を思いのたけ味わいたいという気持ちは、いっこうに衰えなかった。（４）サイワイフランスにゆくことになり、留学生は船に乗るように、という指示があった。マルセイユまで三十三日の①船旅――考えただけでも嬉しさでⅠ気が遠くなりそうだった。〔　Ｅ　〕仲間の留学生たちは、なんでそんな無駄な旅をさせるか、と②不満顔だった。

　私はひとり海の喜びを③満喫するため、四等船室を選んだ。ここは季節労働者用の船室で、留学生が近寄らないばかりでなく、船底なので、海に近く、丸窓の外は青い波がすれすれにうねっている。海が荒れると、船員が鉄の覆いで丸窓をふさぎにくる。べっどは鉄パイプの二段棚にカンバスを張っただけ。飾りなど何もなく、④牢獄さながらだ。

〔問１〕下線(1)～(4)の片仮名を漢字で書きなさい。必要ならば送り仮名も必ず書くこと。送り仮名がない場合は０点とする。（0.5点×4）

　　（１）かいすいよく：

　　（２）アコガレ　　：　　

　　（３）タイオウ　　：　　

　　（４）サイワイ　　：　　

〔問２〕下線①～④の漢字の読み方について平仮名で書きなさい。（0.5点×4）
　　　①船旅　　：　　

　　　②不満顔　：　

　　　③満喫　　：　　

　　　④牢獄　　：　　

〔問３〕括弧［　Ａ　］～［　E　］に入る言葉として適切なものを次の選択肢（ア～オ）から選びなさい。（1点×5）

ア　かえって　　イ　それでも　　ウ　しかし　　エ　おそらく　　オ　何としても

A　〔　　　　　〕

B　〔　　　　　〕

C　〔　　　　　〕

D　〔　　　　　〕

E　〔　　　　　〕

〔問４〕船会社の人事課長に断られた理由について説明したものとして、もっとも適切なものを選びなさい。(１点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　〕

１．筆者の海への憧れがあまり理解されていない。

２．筆者はほかの会社に断られたから。

３．筆者は船会社だから、全員が船に乗れるものと勘違いしているから。

４．筆者は文学部出身だから。

〔問５〕下線部Ⅰ「気が遠くなる」の使い方と同じのを一つ選びなさい。(１点）

　〔　　　　　〕

１．みんなとテレビを見ていた時、彼女は突然気が遠くなって、床の上に顔を下にして倒れた。

　２．目の前に、ポンとお金が置かれた。気が遠くなるような大金を見せられて、彼は心が動いた。

　３．彼女は人ごみの中を歩いていて、疲れと喉の渇きで気が遠くなって倒れた。

　４．気が遠くなったおばあさんを、みんなは救急車を呼んで病院へ運んだ。
〔問６〕ひとり海の喜びを満喫するため、四等船室を選んだ理由について、本文の内容と一致しているものには○を、一致していないものには×をつけなさい。（各0.5点×4）
１．海が荒れると、船員が鉄の覆いで丸窓をふさぎにくる。　　　　　　　〔　　　　　〕

２．船底なので、海に近く、丸窓の外は青い波がすれすれにうねっている。〔　　　　　〕

３．季節労働者用の船室で、留学生が近寄らない。　　　　　　　　　　　〔　　　　　〕

４．べっどは鉄パイプの二段棚にカンバスを張っただけ。飾りなど何もなく、牢獄さながらだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　〕

〔問７〕以下の選択肢につき、本文の内容と一致しているものには○を、一致していないものには×をつけなさい。（各0.5点×4）

　１．カイスイヨクだけでは筆者の海と親しみたい気持ちが満足できなかった。　〔　　　　〕
　２．一緒にフランスへ留学しに行く仲間は海が好きではなかった。　　　　　 〔  　　  〕
　３．日本郵船に入社したいのは、船に乗るのが好きだからである。           〔　　　　〕

　４．日本郵船に断られた筆者は、ショックを受けフランス留学を決心した。　 〔　　　　〕

【４】次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。

列車の中は、国民服やモンペ姿の人達で混み合っていた。立ったままで座席に寄りかかっている者がある。通路に荷物を置いてそれに腰を下している者もいる。

暑い。すでに西陽の時刻でもあった。

二人掛けの座席はいたるところで三人掛けに(1)なり、窮屈そうに(2)身を寄せ合った乗客が、晴れない顔付きで扇子や団扇を使っている。網棚の荷物をしきりに(3)気に(4)している老婆は耳が遠いらしく、隣の男に(5)、この次はどこの駅かと大きな声でたずねていた。

窓際の席で父親と向かい合っているひさし少年は、頑丈そうでもないからだを腰板に押しつけられながら、さっきから歯の痛みをじっと、堪えているのだが、こんな時は、遠くの席の赤ん坊の泣き声まで耳に立った。

小学校も最後の夏休みに、父親の出席する葬儀について行ったのはいいけれど、帰りの列車に乗ると間もなく、思いがけない歯痛になった。いつ父親に言い出したものかと、周囲の乗客にも気兼ねして、すっかり固くなっている。

父親は、扇子を片手に握りしめたまま、反対の手で、時々、胸のポケットからハンカチーフを取り出して額の汗を押えていた。家にいる限り、暑さを訴えることも、寒さを訴えることも滅多にない父親であるが、その父親がこの車内の暑さを耐え難く思っているのはほかでもない。≪　Ａ　≫着馴れない国民服というものを着用しているのと、列車の窓に鎧戸が下されているためだった。

列車は、内海に沿って東に走っていた。

しかし、この鉄道の沿線にはずっと軍需工場が続いているので、乗客はその地域を通る間中、どんなに暑くても当局の命令通り窓に鎧戸を下さなければならなかった。

見るからに暑苦しいカーキ色の服の襟元を詰めて、わざと風通しを悪くしたゆるい目隠しをされているような時間が、≪　Ｂ　≫の父親にも耐え難く思われた。

戦争をする相手の国が増えて、質素と倹約の生活を政府がすすめるのと見合うように、近郊へ買い出しに出掛ける人の数も次第に増えている。現にこの車輌の網棚の荷物も半ばは（ア）大きなリュックサックで占められていた。通路も塞がっているので、互に≪　Ｃ　≫に洗面所へ立つことも出来ない。

（イ）ひさしには座席にいて見渡せる乗客のどの顔も、一様に不機嫌そうに見えた。自分の痛みが高じると、人々の不機嫌も高じるように思われた。

〔問１〕下線を引かれた漢字の読み方について、最初に挙げられた語の読み方と同じ読み方をするものを選択肢の中から選び、番号を全て答えなさい。答えは一つとは限らない。（0.5点×5）

（１）西 陽　 　〔　　　　　〕

１．陽当たり ２．太陽　   ３．木漏れ陽 ４．陽当たり ５．陽性

（２）出 席　 　〔　　　　　〕
１．出納　   ２．支出　   ３．出馬 　　４．出来  　 ５．出生

（３）荷 物　　 〔　　　　　〕

１．物体　   ２．物置　   ３．物言い　 ４．先物　　 ５．作物
（４）風 通 し　〔　　　　　〕

１．風邪　　 ２．北風　   ３．風向き　 ４．風向　   ５．風車　

（５）目 隠 し　〔　　　　　〕

１．目下　   ２．目立つ   ３．耳目　　 ４．真面目　 ５．面目　

〔問２〕≪　　≫Ａ、Ｂ、Ｃに入る語を選び、番号を答えなさい。（0.5点×3）

Ａ　〔　　 　　〕

１．期待　　２．たしか　　３．恥じない　４．さすが

Ｂ　〔　　 　　〕

１．時常　　２．平素　  　３．経常　　  ４．平凡

Ｃ　〔　　 　　〕

１．軽快　　２．気軽　  　３．軽々　　  ４．軽易

〔問３〕下線部（１）～（５）の「に」について、「と」に書き換えても、意味に変化が発生しないものには○を、変化が発生するものには×を、下の括弧の中に記入しなさい。（1点×5）

     （１）〔　 　〕（２）〔　 　〕（３）〔　 　〕（４）〔　 　〕（５）〔　 　〕

〔問４〕下線部（ア）について、その理由を最も適切に説明しているものを選び、番号を答えなさい。（2点）

１．都市では買えない農作物を買うために都市の人間が大勢農村に向かったから。

２．学生が徴兵されたために、教材を背負ったまま戦地へ行く学生が列車に溢れたから。

３．思い出を作るために旅に出る人が大勢いたから。

４．軍事品を輸送するために、網棚は軍隊の専有となっていたから。

５．一人でも多く車内に入れるようには、地面や椅子の上に自分の荷物を置くべきではなかったから。

〔　    　〕

〔問５〕本文中には、閉塞的な当時の雰囲気を暗示している部分がある。該当する部分について、最初と最後の五文字をそれぞれ書きなさい。なお、句読点があれば１文字とする。（２点）

	
	
	
	
	
	～
	
	
	
	
	


〔問６〕下線部（イ）について、歯痛のせいで周囲の乗客に大変敏感になっているひさしの様子が描かれている部分が、本文中にまだ存在する。該当する部分を２０文字で抜書きしなさい。なお、句読点があれば１文字とする。（２点）
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